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熱応答材料の開発

光応答材料の開発

刺激応答材料の開発

光や熱などの外部刺激に応じて形状や発光を変化させる応答材料の開発を行っています。

工学部 応用化学科 教授　山下俊
https://sites.google.com/a/edu.teu.ac.jp/polymer/home
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 熱あるいは湿度などの外的刺激によって巨視的な構

造変化を誘起させるメカニカル効果をもつ材料の開

発を行っています。環境の変化に伴い着心地の変わ

る衣類や各種センサー、アクチュエーターへの応用を

進めています。

光反応により構造が変化するフォトクロミック分子と

液晶性分子や両親媒性分子を組み合わせることによ

って、光照射により材料の巨視的な構造変化を誘起

できるフォトメカニカル材料を開発しています。光応

答性ミセルや、光誘起発光制御材料などへの応用を

進めています。


